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秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
学
長

石
川

い
し
か
わ

好よ
し
み

市町合併
シンポジウム

は
じ
め
に
、
秋
田
公
立
美
術
工
芸

短
期
大
学
の
石
川
好
学
長
が
「
建
都

四
百
年
か
ら
ニ
ュ
ー
秋
田
発
進
」
の

演
題
で
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
石
川
学
長
は
「
建
都
四

百
年
と
い
う
歴
史
的
節
目
と
同
時
期

に
、
市
町
合
併
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
大
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
。
十
年
後
を
見
据
え
つ

つ
、
北
東
ア
ジ
ア
と
い
う
広
域
的
・

国
際
的
な
視
点
に
立
っ
た
新
し
い
秋

田
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
」

と
一
市
二
町
の
合
併
に
エ
ー
ル
。

そ
の
一
方
で
「
住
民
も
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
求
め
る
だ
け
で
は
い
け
な

い
。
そ
れ
が
、
現
在
の
国
と
地
方
の

借
金
体
質
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

指
摘
。「
自
治
体
が
自
分
た
ち
に
何

を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
が
自
治
体
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
と
い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
」

と
、
住
民
側
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
両
町
住
民
や
池
村
秋

田
大
学
教
授
、
佐
竹
市
長
、
大
山
町

長
、
伊
藤
町
長
に
よ
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

緑あふれる新県都づくり

市町合併
シンポジウム

秋
田
市
と
そ
の
周
辺
は
、
都
市
と
豊
か
な
自

然
が
共
存
し
て
い
ま
す
。
一
市
二
町
の
合
併
に

よ
り
真
の
「
田
園
都
市
」
が
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
河
辺
町
、
雄
和
町
の
み

な
さ
ん
も
「
秋
田
市
に
飲
み
込
ま
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、

「
秋
田
市
に
参
加
す
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
秋
田
市
の
実
現
に
向
け
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
発
揮
し
、

他
に
類
の
な
い
よ
う
な
独
自
施
策
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

秋
田
に
は
そ
れ
が
で
き
ま
す
。●従来から河辺町で実施してい

る福祉・保健サービスの継続
●町政の指針である河辺町総合
計画の考え方の継承
●地域住民に親しまれている岩
見三内支所の継続

●税金や介護保険料などの住
民負担の増加
●冬季の除雪水準の維持
●町内循環バスや町独自の行
政サービスの継続

河
辺
町
社
会
教
育
委
員

山
本

や
ま
も
と

美
喜
子

み

き

こ

真
の
「
田
園
都
市
」
の
実
現
を

●秋田駅を中心とした、両町を
含む範囲での交通の利便性の
向上
●両町の豊かな自然を活かした
観光振興やグリーンツーリズ
ム(※)の推進
※都市住民が農山漁村に滞在
し、地域の自然や文化、人々
との交流を楽しむ余暇活動。

●高尾山、糠塚の里、設置予定
の国際教養大学など、雄和
の地域資源の有効活用
●お互いの交流が深まり地域
の一体感ができること
●一市二町の共通認識に基づ
く景観・環境保全活動
●市民活動の活性化による新
しい視点でのまちづくり

町民を
代表して

こ
れ
が
心
配

こ
れ
に
期
待
！

基
調
講
演
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

雄
和
町
社
会
教
育
委
員

地じ

主ぬ
し

重し
げ

子こ

七
月
五
日
、
秋
田
市
文
化
会
館
で
、

秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
合
併
協
議

会(

任
意)
が
主
催
し
た
「
市
町
合
併
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
市
二
町
か
ら
約
八
百
五
十
人
が
参

加
し
、
市
民
、
町
民
が
一
緒
に
合
併
を

考
え
ま
し
た
。

住民、首長はこう考える



秋田大学教育文化学部教
池村
いけむら

好道
よしみち

雄和町長伊
い

藤
とう

憲一
けんいち

これまで、吸収合併とか編入合
併といった言葉を聞いて、なんだ
か不安な気持ちでした。でも、今
日の市長さんたちの前向きに合併
を考える言葉を聞いて、安心した
感じです。

佐藤眞佐子さん
(河辺町)

●シンポジウムを聴いて●

市長、両町長とも、町民の意向
を十分に考えた発言をしてくれて
よかったと思います。合併で、お
互いの長所をうまく併せ持った市
にしてほしいですね。

今、総合学習の授業で「雄和を
もっとよくする」ということを考
えています。わたしたちは「合併」
をテーマに選んだので、今日のシ
ンポジウムを聞きに来ました。難
しい内容もあったけれど、やはり
自分たちも考えなければいけない
問題なんだなと思いました。

伊藤史子さん
(右)、加藤千尋
さん(雄和中学
校３年)

安心しました

お互いの長所
を活かして

私たちも
考えます

合
併
は
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
行
政
改
革

の
限
界
、
国
か
ら
地
方
へ
の
歳
出
削
減
と
い
っ

た
社
会
の
構
造
的
変
化
に
対
応
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
広
域
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
の
展

開
が
可
能
に
な
り
、
わ
が
国
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
推

進
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、合
併
は
バ
ラ
色
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
自
治
の
弱
体
化
や
サ
ー
ビ
ス
格
差
の
発
生

な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
合
併
と
あ
わ
せ
て
、
公
共

施
設
の
規
模
縮
小
や
廃
止
な
ど
一
層
の
行
政
改

革
も
必
要
で
し
ょ
う
。
行
政
サ
イ
ド
は
合
併
に

伴
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
な
い
よ
う
、
鋭
意
対

応
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
財
政
環
境
な
ど
を
考
え
て
合

併
を
決
断
し
ま
し
た
が
、
合
併
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き

た
河
辺
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
清
ら
か

な
せ
せ
ら
ぎ
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自

然
や
整
備
さ
れ
た
高
速
交
通
体
系
を
活

か
し
て
、
観
光
を
中
心
と
し
た
一
層
の

地
域
振
興
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
河
辺
町
に
は
秋
田
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
地

域
資
源
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
有
効

活
用
す
れ
ば
住
民
同
士
の
交
流
に
よ
る

一
体
化
も
ま
す
ま
す
進
む
で
し
ょ
う
。

地
方
分
権
の
推
進
な
ど
、
今
後
の
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
る

と
、
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
一
年
の
合
併
か

ら
四
十
七
年
間
の
歴
史
を
刻
ん
だ
、
雄

和
町
の
文
化
や
風
土
を
秋
田
市
民
に
も

理
解
し
て
ほ
し
い
し
、
秋
田
市
の
行
政

制
度
に
合
わ
せ
る
と
し
て
も
猶
予
期
間

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
雄
和
町

は
国
際
化
に
自
信
が
あ
り
、
合
併
後
は

国
際
交
流
の
拠
点
地
域
に
な
れ
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

編
入
合
併
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
本

的
に
秋
田
市
の
行
政
制
度
に
統
一
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
両
町
固
有
の
事
情
に
は
十
分
配

慮
し
ま
す
。
ま
た
、
両
町
の
住
民
に
と
っ
て
は

税
金
な
ど
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
相
応
に
充

実
す
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
、
都
市
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
都
市
近
郊
の
農
業
モ
デ
ル
の
確
立

に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
河
辺
町
と

雄
和
町
が
秋
田
市
に
く
っ
つ
く
と
い
う
考
え
方

で
は
な
く
、
と
も
に
新
し
い
都
市
を
作
り
あ
げ

る
と
い
う
発
想
で
の
ぞ
み
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ

て
、
誇
れ
る
郷

土
、
豊
か
な
郷

土
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
こ
と

が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま

す
。

一
層
の
行
政
改
革
が
必
要

河辺町長大山
おおやま

博
ひろ

美
み

市
民
の
観
光
資
源
が
豊
富

国
際
交
流
の
拠
点
に

新しい都市を
ともに作りあげていく発想で

石井範夫さん
(雄和町)

ＡＫＴ秋田テレビ
７月26日(土)

午後３時30分～４時24分

秋田市長佐
さ

竹
たけ

敬久
のりひさ

このシンポジウムの模様を
明日26日(土)テレビ放映！

09 広報あきた　７月25日号


